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基
本
方
針

我
が
国
の
経
済
は
、雇
用
・
所
得
環

境
の
改
善
等
を
背
景
に
緩
や
か
な
回

復
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、こ
の

と
こ
ろ
米
中
の
通
商
問
題
や
新
興
国

経
済
の
不
確
実
性
の
高
ま
り
を
受
け

て
、世
界
経
済
の
伸
び
が
減
速
し
て
い

る
ほ
か
、
消
費
税
率
引
上
げ
が
実
体

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
等
を
注
意
深
く

見
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
環
境
の
も
と
、
中
小
企
業
は
人

出
不
足
の
深
刻
化
・
慢
性
化
や
原
材

料
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
相
次
ぐ
災

害
等
へ
の
対
応
な
ど
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
中
小
零
細

企
業
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
支
援
機

関
と
し
て
地
域
総
合
経
済
団
体
で
あ

る
当
商
工
会
議
所
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
従
来
に
も
増
し
て
、日
本
商
工

会
議
所
を
は
じ
め
国
、
県
な
ど
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
会

員
の
み
な
ら
ず
広
く
市
民
の
期
待
に

こ
た
え
る
べ
く
、政
策
提
言
・
要
望
活

動
を
は
じ
め
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

な
ど
諸
事
業
に
積
極
的
に
取
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
も
霧
島
国
分
夏
ま
つ
り
の
更

な
る
充
実
や
、
通
り
会
連
合
会
と
の

連
携
に
よ
る
商
店
街
活
性
化
へ
の
取

組
み
、商
工
業
振
興
と
中
小
零
細
企

業
対
策
の
推
進
へ
の
取
組
み
の
ほ
か
、

霧
島
ふ
る
さ
と
祭
の
支
援
、並
び
に
当

所
が
設
立
し
た「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
き
り
し
ま
」の
事
業
支
援
等
に

積
極
的
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ま
た
、中
小
零
細
企
業
対
策
と
し

て
は
、
地
域
の
中
核
支
援
機
関
と
し

て
各
支
援
機
関
等
と
連
携
し
、総
合

的
に一
貫
し
た
支
援
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
年
2
月
の
市
内
金
融
機
関

と
の
連
携
協
定
締
結
を
受
け
更
な
る

伴
走
型
支
援
や
事
業
承
継
に
力
を
注

い
で
参
り
ま
す
。

加
え
て
、
地
方
創
生
を
進
め
る
う

え
で
は
、農
商
工
連
携
の
更
な
る
推
進

が
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、こ
れ
ま
で

以
上
に
市
の
地
域
総
合
戦
略
に
参
画

し
、Ｊ
Ａ
あ
い
ら
を
始
め
と
す
る
関
係

機
関
と
連
携
し
、地
域
経
済
発
展
に

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

さ
て
、今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

約
2
ヶ
月
後
の
10
月
に
は
、本
県
で
48

年
ぶ
り
の
国
民
体
育
大
会
・
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
燃
ゆ
る
感
動
か

ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会
」も
開

催
さ
れ
ま
す
。
霧
島
市
で
も
国
体
の

正
式
種
目
だ
け
で
も
6
つ
の
競
技
が

行
わ
れ
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
図

り
知
れ
ず
地
域
の
景
気
浮
揚
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
2
年
度
も
、霧
島
商
工
会
議

所
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
、全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
最
大
限

に
活
用
し
な
が
ら
県
内
第
2
位
の
中

核
都
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
名
実

と
も
に
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
実
現

を
目
指
し
、役
員
、議
員
の
皆
様
方
と

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、積
極
的
な
事
業

活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

議
員
各
位
の
御
理
解
、御
協
力
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
計
画

１
．
部
会
活
動

⑴
部
会
活
動
の
取
組
み

①�　

地
域
経
済
成
長
を
後
押
し
す
る

政
策
提
言
に
む
け
た
部
会
活
動

「
商
工
会
議
所
の
基
本
的
活
動
の

原
点
は
、部
会
活
動
で
あ
る
」に
照

ら
し
て
、四
半
期
毎
に
定
例
部
会

を
開
催
、更
な
る
積
極
的
な
部
会

活
動
の
推
進
に
よ
り
地
域
経
済
成

長
の
実
現
を
図
る
。

②　

5
部
会
連
携
正
・
副
部
会
長
会

の
開
催
（
部
会
間
連
絡
会
）

5
部
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、

労
働
力
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
直

面
す
る
人
手
不
足
等
の
問
題
解
決

や
女
性
や
若
年
増
の
活
躍
の
場
の

創
造
、多
様
な
働
き
手
が
活
躍
で

き
る
環
境
整
備
づ
く
り
な
ど
に
つい

て
調
査
研
究
を
行
い
様
々
な
経
営

課
題
の
解
決
を
図
り
、商
工
会
議

所
活
動
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
正
・

副
部
会
長
会
を
開
催
す
る
。

⑵
各
部
会
事
業
計
画

①　

商
業
部
会

Ａ
．
視
察
研
修
の
実
施

A�

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、国

分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
を
核
と
す
る

中
心
市
街
地
へ
の
賑
い
を
創
出

す
る
た
め
、
先
進
事
例
視
察
を

実
施
す
る
。

Ｂ
．
地
域
資
源
の
情
報
発
信
事
業

A�

霧
島
市
が
推
奨
す
る
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
事
業
と
連
携
を
図
る
。

B�「
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
」と
の
包
括
連
携

事
業
の
更
な
る
推
進
に
取
り

組
む
。

C�

県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
催
事
へ

出
展
し
、地
域
資
源
の
情
報
を

積
極
的
に
発
信
す
る
。

Ｃ
．
販
売
促
進
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

A�

接
客
接
遇
に
等
の
従
業
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
。

B�

新
た
な
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
や

情
報
発
信
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
。

C�

新
規
創
業
又
は
創
業
初
期
の
課

題
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
。

②　

建
設
建
材
部
会

Ａ
．
5
部
会
（
会
議
所
全
体
と
し

て
の
取
組
）
の
開
催
及
び
視
察

研
修
の
実
施

建
設
建
材
部
会
だ
け
の
問
題
に

留
ま
ら
ず
、
街
づ
く
り
等
の
地
域

全
体
に
つ
い
て
意
見
集
約
を
行
い
、

共
通
認
識
の
も
と
5
部
会
間
の
横

の
連
携
を
強
化
し
、
商
工
会
議
所

活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

連
携
正
副
部
会
長
会
議
を
開
催

す
る
。

ま
た
、他
部
会（
工
業
部
会
等
）

の
交
流
を
図
り
、お
互
い
の
技
術
・

品
質
・
経
営
努
力
な
ど
を
学
び
自

社
事
業
への
取
組
の
参
考
に
す
る
。

Ｂ
．
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
の
継
続
実
施

及
び
啓
蒙
普
及
活
動
に
つ
い
て

平
成
13
年
か
ら
本
格
的
に
実
施

し
て
い
る
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
を
継

続
実
施
し
、啓
蒙
及
び
普
及
活
動

に
努
め
る
と
と
も
に
、積
極
的
に
取

組
ん
で
い
る
事
業
所
に
つ
い
て
議
員

総
会
で
の
表
彰
を
行
う
。

Ｃ
．
霧
島
市
内
国
分
地
域
の
道
路

令和2年度　収支予算書総括表
� 令和2年4月1日〜令和3年3月31日まで� （単位　円）

会　　計　　別
収　　入 支　　出

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較 増 減
（ 減 は △ ）

本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比 較 増 減
（ 減 は △ ）

1.�一 般 会 計 86,030,000� 87,706,506� △�1,676,506 86,030,000� 87,706,506� △�1,676,506

2.�中 小 企 業 相 談 所 特 別 会 計 91,800,000� 93,049,765� △�1,249,765 91,800,000� 93,049,765� △�1,249,765

3.�退 職 金 特 別 会 計 31,370,222� 29,165,222� 2,205,000 31,370,222� 29,165,222� 2,205,000

4.�霧島国分夏まつり特別会計 31,050,000� 30,635,875� 414,125 31,050,000� 30,635,875� 414,125

5.�国分パークプラザ事業特別会計 110,400,000� 105,999,918� 4,400,082 110,400,000� 105,999,918� 4,400,082

6.�新 会 館 特 別 会 計 9,970,000� 10,133,571� △�163,571 9,970,000� 10,133,571� △�163,571

合　　　　　計 360,620,222� 356,690,857� 3,929,365 360,620,222� 356,690,857� 3,929,365

第46回　通常議員総会

令
和
2
年
度

事
業
計
画

2



網
に
つ
い
て

国
分
地
域
内
の
道
路
網
に
つ
い

て
問
題
提
起
を
行
い
、
部
会
で
取

り
ま
と
め
の
う
え
、
関
係
部
会
等

と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
常
議

員
会
・
議
員
総
会
へ
の
提
案
、行
政

庁
への
意
見
、具
申
、陳
情
、要
望
を

行
う
。

③　

観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会　
　

Ａ
．
購
買
行
動
及
び
雇
用
の
流
出

課
題
に
つ
い
て

地
元
企
業
と
地
元
高
校
が
連

携
し
、そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
持

つ
価
値
や
意
味
を
伝
え
る
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
。
長
期
的
な

視
点
で
課
題
解
決
に
取
組
む
。

Ｂ
．
観
光
振
興
の
促
進

令
和
2
年
度
全
国
商
工
会
議

所
観
光
振
興
大
会
へ
の
参
加
を
通

じ
、東
京
オ
リ
ン
ピッ
ク
、か
ご
し
ま

国
体
以
降
の
観
光
振
興
に
繋
げ
て

い
く
。

C
．
農
商
工
連
携
へ
取
り
組
む

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
と
の
包
括
連
携
締

結
の一
環
と
し
て
、地
産
地
消
や
生

産
物
の
販
路
拡
大
な
ど
に
取
組

む
。

D
．
商
店
街
の
音
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む

Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
及
び
こ
く
ぶ
新

市
街
通
り
会
と
連
携
し
、街
な
か

の
音
環
境
整
備
に
取
組
む
。

④　

庶
業
部
会

A
．
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
組
み

支
援

A�

市
街
地
活
性
化
の
た
め
、
霧
島

市
空
き
店
舗
ス
ト
ッ
ク
バ
ン
ク
や

ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業
を
活
用
し
て
空
き
店
舗
へ

の
入
居
促
進
、起
業
家
支
援
を

部
会
と
し
て
取
組
む
。

B�

他
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、市
街
地
活
性
化
に
積
極
的

に
取
組
む
。

B
．
事
業
継
承
の
課
題
に
取
り
組
む

中
小
企
業
の
今
後
の
課
題
と
し

て
、
事
業
継
承
の
問
題
が
あ
る
。

事
業
継
承
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ
ン

ト
を
講
習
会
等
を
開
催
し
て
学
ん

で
い
く
。

C
．
住
環
境
の
整
備
促
進

A�

ま
ち
の
活
性
化
の
促
進
策
と
し

て
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
に
、

国
分（
霧
島
市
）に
住
み
た
い
、住

み
続
け
た
く
な
る
よ
う
な
住
宅

地
の
整
備
促
進
策
を
研
究
し
、

積
極
的
に
提
言
を
行
う
。

B�

街
づ
く
り
に
関
係
す
る
各
団
体

（
例
え
ば
不
動
産
業
界
、
測
量

業
関
係
な
ど
）か
ら
の
意
見
や

要
望
に
対
し
て
解
決
を
図
る
べ

く
積
極
的
に
取
組
む
。

C�

市
の
都
市
計
画
決
定
に
関
し
、

用
途
地
域
の
変
更
な
ど
行
政
に

提
言
を
す
べ
く
調
査
、
研
究
を

行
う
。

⑤　

工
業
部
会

A
．
情
報
交
換
会
開
催

工
業
部
会
員
の
企
業
と
の
情
報

交
換
会
を
引
き
続
き
開
催
し
、情

報
の
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
、
各

社
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図
る

と
と
も
に
、さ
ら
に
技
術
力
を
高

め
共
同
事
業
化
の
実
施
を
進
め
て

い
く
。

B
．
も
の
づ
く
り
先
進
企
業
視
察

会
の
開
催

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
新
商

品
の
開
発
や
生
産
な
ど
新
た
な
取

り
組
み
に
よ
り
経
営
の
向
上
を
図

る
経
営
革
新
は
、
非
常
に
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
高

付
加
価
値
の「
も
の
づ
く
り
」に
取

組
む
先
進
企
業
の
事
業
戦
略
や
経

営
手
法
を
学
ぶ
た
め
の
県
内
先
進

企
業
視
察
会
を
開
催
し
、鹿
児
島

県
経
営
革
新
承
認
へ
の
取
組
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、も
の
づ
く
り
補

助
金
等
の
採
択
に
向
け
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、生
産
性
向
上
を
目

指
す
。

C
．
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　
　
　
　

本
年
1
月
か
ら
職
業
安
定
所
で

の
大
幅
な
求
人
手
続
き
の
改
正
が

な
さ
れ
た
た
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
国

分
と
の
連
携
を
図
り
、勉
強
会
を

開
催
す
る
。

2
．
重
点
事
項

⑴�

人
材
育
成
支
援
事
業
へ
の
取
組
み

強
化

⑵
部
会
活
動
活
性
化
へ
の
取
組

⑶�

政
策
提
言
、
意
見
要
望
活
動
の

強
化

⑷
社
会
貢
献
活
動
へ
の
取
組
み

⑸�

中
小
企
業
の
地
球
温
暖
化
対
策

支
援
へ
の
取
組

⑹�
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑺�
商
工
業
振
興
と
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
対
策
の
推
進

①　

商
工
業
振
興
へ
の
取
組

A
．
企
業
交
流
・
研
修
会
事
業

B
．
霧
島
ふ
る
さ
と
祭
へ
の
取
組

⑻
中
小
企
業
相
談
所
事
業

　

基
本
方
針

中
小
企
業
及
び
小
規
模
事
業
者

が
減
少
傾
向
の
中
、
地
域
で
生
き
残

る
小
規
模
事
業
者
等
の
持
続
的
発
展

を
強
力
に
支
援
す
べ
く
、
小
規
模
企

業
振
興
基
本
法
に
基
づ
く
小
規
模
企

業
振
興
基
本
計
画
や
商
工
会
及
び
商

工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の

支
援
に
関
す
る
法
律（
以
下「
小
規
模

事
業
者
支
援
法
」と
い
う
。）を
踏
ま

え
、国
や
県
、市
の
各
施
策
を
活
用
し

な
が
ら
伴
走
型
支
援
を
推
進
し
て
い

く
。
ま
た
、地
域
の
雇
用
と
経
済
発

展
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
、小
規

模
事
業
者
の
創
造
に
向
け
た
創
業
支

援
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

①�

大
規
模
自
然
災
害
へ
の
対
応
力

強
化

②�

商
工
会
議
所
事
業
継
続
力
強
化

支
援
計
画
の
策
定
に
よ
る
支
援
力

の
強
化

③�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お

け
る
人
材
活
躍
の
推
進

④�

事
業
承
継
支
援
の
集
中
実
施
期
間

に
お
け
る
税
制
等
の
活
用
促
進

⑤�

Ｉ
Ｔ
・
Ｉｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
活

用
等
に
よ
る
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上

⑥
健
康
経
営
の
普
及
推
進

⑦�

「SEC
U
RITY�AC

TIO
N

」
宣

言
の
推
進

⑧�

地
域
の
稼
ぐ
力
の
強
化
及
び
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
支
援

⑨�

商
工
会
議
所
の
経
営
支
援
力
の

向
上

⑩
金
融
対
策
事
業

⑪�

創
業
支
援
事
業
計
画
の
認
定
に
よ

る
創
業
支
援

⑫�

霧
島
市
中
小
零
細
企
業
振
興
条

例
に
基
づ
く
提
言
書
の
施
策
実
へ

の
取
組
み

⑬�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
売

上
拡
大
、
収
益
力
向
上
へ
の
取
り

組
み

⑭�

経
営
革
新
等
認
定
支
援
機
関
と

し
て
の
機
能
強
化

⑮
人
材
育
成
支
援
事
業

⑯�
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
に
関
す
る
取

組
み

⑰�
お
も
て
な
し
規
格
認
証
の
取
得

推
進

⑱�

か
ご
し
ま
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
連
携

⑲
販
路
開
拓
支
援
事
業

⑳
税
務
支
援
事
業

㉑
地
域
中
小
企
業
支
援
事
業

㉒
共
済
・
保
険
事
業

㉓
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
バ
ン
ク
事
業

㉔�

青
年
部
・
女
性
部
活
動
推
進
事
業

㉕
巡
回
・
窓
口
・
メ
ー
ル
相
談
事
業

㉖
そ
の
他
の
事
業

⑼
観
光
振
興
の
推
進

⑽
商
工
会
議
所
組
織
活
動
の
強
化

一
般
事
業
細
目

1
．
会
議

2�

．
政
策
提
言
、
意
見
要
望
活
動
の

強
化

⑴
意
見
・
要
望
活
動

⑵
調
査
研
究
活
動

3
．
総
合
振
興
事
業
の
推
進

⑴
地
域
振
興
事
業

⑵
能
力
開
発
事
業

⑶
労
務
福
祉
対
策
事
業

⑷
国
際
振
興
事
業

4
．
商
工
業
振
興
事
業
の
推
進

⑴
商
業
振
興
事
業

⑵
工
業
振
興
事
業

⑶
観
光
振
興
事
業　

5
．
商
工
技
術
振
興
事
業
の
促
進

⑴�

公
益
財
団
法
人
か
ご
し
ま
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
、ハロ
ー
ワ
ー
ク
と

の
連
携
に
よ
る
各
種
講
習
会
、セ

ミ
ナ
ー
の
開
催

⑵�

珠
算・簿
記・Ｐ
Ｃ・リ
テ
ー
ルマ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ（
販
売
士
）・
カ
ラ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
福
祉
住
環

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、ビ
ジ
ネ

ス
実
務
法
務
、か
ご
し
ま
検
定

な
ど
各
種
検
定
の
実
施

6
．
広
報
事
業
の
推
進

⑴�

商
工
会
議
所
報
の
充
実
及
び
発

行
に
よ
る
情
報
提
供

⑵�

商
工
会
議
所
業
務
案
内
パ
ン
フ

レッ
ト
な
ど
の
作
成
配
布

⑶�

関
係
行
政
機
関
等
の
広
報
チ
ラ

シ
等
に
よ
る
情
報
提
供

7
．
組
織
運
営
対
策
事
業
の
強
化

⑴�

会
員
増
強
に
よ
る
組
織
の
拡

大
、及
び
、強
化

⑵�

部
会
・
委
員
会
活
動
の
運
営

推
進

⑶�

青
年
部
・
女
性
部
の
育
成
、
及

び
、活
動
の
推
進

⑷�

商
工
会
議
所
生
命
共
済
、ア
ク

サ
生
命
保
険
な
ど
各
種
共
済

事
業
の
推
進

8
．
事
務
局
そ
の
他

⑴�

将
来
を
見
据
え
た
職
員
採
用
に

む
け
た
調
査
、取
組

⑵�

事
業
の
高
度
化
や
機
能
強
化
を

推
進
す
る
た
め
の
事
業
・
業
務

の
見
直
し

⑶�

会
員
増
強
に
よ
る
組
織
の
拡
大

及
び
強
化
への
取
組

⑷
事
業
収
入
増
収
への
取
組

⑸�

各
種
経
費
節
減
、業
務
の
効
率

化
への
取
組

⑹
ザ
・ビ
ジ
ネ
ス
モ
ー
ル
推
進

⑺
職
員
の
人
材
育
成

審
議
事
項

●
第
1
号
議
案

　

�

令
和
2
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ

い
て

　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
2
号
議
案

　

�

借
入
金
限
度
額
承
認
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
3
号
議
案

　

�

議
員
総
会
の
決
議
事
項
の一
部

を
常
議
員
会
に
委
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
4
号
議
案

　

�

霧
島
商
工
会
議
所
定
款
の一
部

改
正
（
案
）
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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優良従業員表彰&

3 月 24 日㈫第 46 回通常議員総会において、令和元年度の会員事業所優良従業員及び「こぎれい大作戦」
功労賞が発表されました。今年は新型コロナウイルスの感染拡大防止を念頭に表彰式は行わず、受賞者には
直接事業所を訪問して表彰状と記念品をお届けしました。
今後も引続き、会員事業所の皆様のご協力をお願いいたします。

こぎれい大作戦功労賞表彰

〜毎月 第2金曜日　自分達の「街」をきれいにしましょう〜
こぎれい大作戦とは…『もてなしの街をめざして』…

霧島商工会議所の中に 5つの部会があります。その中
の『建設建材部会』が「部会活動方針の一つに掲げる “も
てなしの街づくり” の為には、街の美化が不可欠であり、
部会員が率先して行動しよう」として、平成 13年 5月か
ら［こぎれい大作戦］と称し、部会活動としての清掃ボ
ランティア活動が始まりました。以降、平成15年度から「霧
島商工会議所全体事業」として、全会員事業所を対象と
した活動を展開しており、当所の 3月開催の通常議員総
会において参加事業所のなかから表彰を行っています。
現在では、会員事業所のほか、霧島市役所、霧島市国
分建設業同志会などの参加もいただき、こぎれい大作戦
参加者が増えています。霧島市は「道義高揚宣言都市」
です。今後も引き続き、道義高揚の一助になることを願っ

て活動を続けてまいります。今後も多くの霧島商工会議
所会員事業所の参加を促し、さらに、一般市民への広報
や参加の呼びかけを行い、霧島市全域の運動へ拡げて参
りたいと考えております。�皆様のご参加、ご協力をよ
ろしくお願い申し上げます。

こぎれい大作戦の内容
1. 作 戦 日 毎月第 2 金曜日
2. 作戦時間帯  作戦参加各事業所の判断によります
3. 清掃場所 作戦参加各事業所の周辺地区
4. 7 月は、「錦江湾クリーンアップ作戦」などのボラン

ティア活動がありますので、そこに、あわせての参
加活動も推奨していきます。

協力企業　霧島商工会議所会員企業

⑴永年表彰（20年以上）
堂　園　政　幸	 有限会社上園自動車
四　本　光　一	 永井クレーン工業株式会社
大　田　良　作	 永井クレーン工業株式会社
砂　走　久　文	 永井クレーン工業株式会社
牟　田　昭　一	 永井クレーン工業株式会社
来　住　泰　美	 永井クレーン工業株式会社
窪　田　裕　一	 鎌田建設株式会社
船　倉　みゆき	 医療法人	名正　国分脳神経外科病院
西　原　祥　子	 医療法人	名正　国分脳神経外科病院
横　山　百里子	 医療法人	名正　国分脳神経外科病院
木　村　美和子	 医療法人	名正　国分脳神経外科病院

⑵15年表彰
南　　　博　充	 鎌田建設株式会社
田　平　　　翼	 鎌田建設株式会社

⑶10年表彰
串　田　兼　祐	 株式会社日本土木設計
朝　隈　めぐみ	 株式会社向日葵
北　園　美穂子	 株式会社向日葵
前　田　樹　也	 みやま産業株式会社
高　地　彰　太	 みやま産業株式会社
坂　元　裕　哉	 みやま産業株式会社
木　尾　隆　一	 松下建設株式会社
酒　匂　健　二	 鎌田石油株式会社
西　山　由紀子	 鎌田石油株式会社　

⑷５年表彰
原之園　由紀子	 株式会社日本土木設計
立　元　義　彦	 山下建材株式会社
内恒見　昭　二	 山下建材株式会社
池　田　祥　子	 株式会社向日葵
池　田　麻紀子	 株式会社向日葵
橋　村　英　治	 みやま産業株式会社
鶴　田　　　貢	 みやま産業株式会社
瀬　崎　　　翼	 南九州ケーブルテレビネット株式会社
津之地　伸　子	 鎌田建設株式会社
田　中　文　夫	 鎌田建設株式会社
平　村　泉　美	 南建設株式会社
土　喰　義　美	 南建設株式会社
有　田　美　和	 鎌田石油株式会社
内木場　智　子	 九州綜合警備保障株式会社
今畠中　正　明	 九州綜合警備保障株式会社
小　湊　卓　也	 株式会社鹿児島イエローハット
杉　山　照　彦	 株式会社鹿児島イエローハット
土　手　大二郎	 株式会社鹿児島イエローハット
池　平　龍之介	 株式会社鹿児島イエローハット
河　原　祐　介	 株式会社鹿児島イエローハット

令和元年度こぎれい大作戦事業所表彰　

功労賞2社受賞
南日本ガス株式会社	国分工場
株式会社コーアガス日本	国分支店

（敬称略）

受賞おめでとうございます
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令和元年度補正予算
小規模事業者持続化補助金＜一般型＞の公募案内

（注1）�小規模事業者とは、「製造業その他の業種に属する
事業を主たる事業として営む商工業者（会社<企業組
合・協業組合を含む>および個人事業主）」であり、
常時使用する従業員の数が20人以下（商業・サービス
業（宿泊業・娯楽業を除く）に属する事業を主たる事
業として営む者については5人以下）の事業者です。

（注2）�「商工業者」には、医師・歯科医師・助産師や、系統出荷
による収入のみである個人農業者等は該当しません。

（注3）�上記の小規模事業者のほか、一定要件を満たす特定非
営利活動法人も対象となり得ます（詳細は公募要領
「2.補助対象者」等をご覧ください。）

（注4）�商工会議所・商工会の会員、非会員を問わず、応募可
能です。

（注5）�補助対象経費75万円の支出の場合、その2/3の50万円
を補助します。同様に、補助対象経費60万円の支出の
場合は、その2/3の40万円が補助金額となります。ま
た、補助対象経費90万円の支出の場合には、その2/3
は60万円となりますが、補助する金額は、補助上限額

である50万円となります。
（注6）�産業競争力強化法に基づく「認定市区町村による特定

創業支援等事業の支援」を受けた小規模事業者につい
ては、補助上限額が100万円に引き上がります。

（注7）�原則として、個社の取り組みが対象ですが、複数の小
規模事業者等が連携して取り組む共同事業も応募可能
です。その際には、補助上限額が100万円〜500万円と
なります（連携する小規模事業者等の数により異なり
ます）。

（注8）�複数回の応募受付締切スケジュール（一部予定）は、
以下のとおりです（第５回以降については、おってご
案内します）。

　　　　第１回：2020年３月31日㈫　第２回：2020年６月５日㈮
　　　　第３回：2020年10月２日㈮　第４回：2021年２月５日㈮
　　　　第５回：2021年６月初旬頃　第６回：2021年10月初旬頃
　　　　第７回：2022年２月初旬頃　第８回：2022年６月初旬頃
　　　　第９回：2022年10月初旬頃　第10回：2023年２月初旬頃

【最終】

公募要領・申請書式等は、日本商工会議所特設
ホームページからダウンロードできます。 （URL）https://r1.jizokukahojokin.info/

・日本商工会議所 小規模事業者持続化補助金 事務局 TEL（03）6447-2389
・霧島商工会議所 中小企業相談所 TEL（0995）45-2552お問い合わせ先

岐阜県海津市と霧島市の姉妹都市交流 50 周年を記念した特別企画で、海津市産のお米を麹米に使用した焼酎造り
が、4月11日より㈲中村酒造場さんにて始まりました。
海津市の治水神社において良い焼酎となるよう祈願された 330 キロのコメ「しきゆたか」を麹米として、霧島産を中
心としたサツマイモとともに半年ほど熟成させて、10月初旬の出来上がりを予定しています。
取締役杜氏　中村�慎弥�氏（34）は、「この節目から両市のさらなる継続的発展に役立てれば。両市の風景が浮か
ぶような、しっかりと味わい深い焼酎を造る」と力強く話されました。

焼酎づくりで姉“米”都市交流

3月23日㈲中村酒造場さんの祈祷式の様子。
写真中央、海津市から届いたコメ「しきゆたか」

4月11日から始まった仕込みの様子

小規模事業者等（注 1、注 2、注 3、注 4）が、地域の商工会議所または商工会の助言等を受けて経営計画を作成し、
その計画に沿って地道な販路開拓等に取り組む費用の2/3を補助します。補助上限額：50万円（注 5、注 6、注 7）。
また、公募開始後、通年で受付を行い、約 4か月ごとに受付を締め切って、受付回ごとに審査・採択を行います（注 8）。
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アクサ生命保険株式会社　鹿児島営業所　霧島分室
〒899-4332　霧島市国分中央 3-9-20 国分パークプラザ内　TEL 0995-47-4026
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霧島商工会議所青年部ウブコックミニ
UBUKOKmini通信 4月号

令和元年度 霧島商工会議所青年部会長退任のご挨拶
平成 30 年度、令和元年度の霧島商工会議所青年部会長を務めさせていただきま
した宮田順次です。任期満了を迎えるにあたり御礼のご挨拶を申し上げます。
まずは、青年部員の皆様、在任期間中には数多くの事業の運営にご協力を頂きま
して感謝申し上げます。歴代会長より引き継いできた、人づくり・街づくりの想いを
基に、また青年経済人としての事業の発展が私の中で重要な課題でありました。こ
の間、部員の皆様と共に事業を通して街の発展、自社の発展を目指して事業の運営
ができたこと。かけがえのない時間を共有し勉強になった 2 年間でありました。
また、霧島商工会議所、霧島市、各関係団体の皆様には青年部事業について多大
なご理解とご協力を賜りまして誠に感謝申し上げます。未熟な点や、至らなかった点
などが、多々あったであろうと思います。ご迷惑をおかけしてしまったこともあった

かと思いますが、役員や部員のサポートを頂き本日を迎えることができました。
令和 2 年度は小田原会長に襷をつなげます。課題は多く日本、世界中が大難の中、先が見えない日々を送って
おります。多難な船出となりますが、今私たち青年経済人として何ができるのかを模索し、青年部らしさの団結力
と連帯感を持ち【3密】に注意した経済活動を進めていければと思います。
結びに、医療従事者、公的機関の皆様が最前線で活動されています。心より敬意を表すると共に、医療崩壊を防
ぐためには私たち一人ひとりの意識が大切です。それが改善の道の一歩につながると思います。この街に住む一個
人として心から感謝申し上げます。

令和２年度 霧島商工会議所各委員長紹介

総務・広報委員会

初めての委員長で至らない点も
ありますが精一杯努めたいと思
います！
今年は新規事業も取り組んで
いるので委員会全体で盛り上げ
ていきたいです。

委員長
内 村 悠 馬

企画委員会

皆さんこんにちは！企画委員長
を仰せつかりました中村です。
今年は新規事業や、収益事業
の立ち上げを目指して一年間頑張
ります。

委員長
中 村 広 幸

研修委員会

初めての研修委員会で委員長
との事で、小田原会長の元で霧
島商工会議所青年部の様々な研
修事業を創っていければと思って
います。

委員長
前 田 樹 也
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食材情報
の

〜鹿児島黒牛編〜

Ａコープ各店
※JAあいらのネットショッピングからも
ご購入いただけます。
https://ja-aira.or.jp/category/item

おすすめ 「鹿児島黒牛」 アレンジメニュー

JAあいら

鹿児島黒牛
が買える
お店I♡Raちゃん

あいら

「第18回霧島市道義高揚支援
チャリティゴルフ大会」延期について

事業資金金利情報
日本政策金融公庫
国 民 生 活 事 業
（普通貸付･生活衛生貸付）
（５年以内）

2.16％
2.45％

県 制 度 資 金
中小企業振興資金
（3年超5年以内）

2.10％

（令和2年4月1日現在）

※限度額・使途など詳しくは
　中小企業相談所（☎45-2552）

〜

　はじめまして。4月1日付で霧島

商工会議所事務局長を拝命しまし

た新町貴と申します。

　生まれ育ったこの地域の移り変

わりを目の当たりにしてきました。霧島市の中でもこ

の地域は活気に溢れており、まだまだ発展していく可

能性を秘めています。

　職の責任を感じながら、会員皆様のご期待に添える

よう、また、喜ばれ感謝されるよう事務局の一員とし

て精一杯努めてまいりますので、ご指導のほどよろし

くお願いいたします。

人事異動のお知らせ & 新入職員・退職職員の紹介

・白ネギ牛肉巻き
・ステーキサラダ

等

＊検定合格＊
＊おめでとう＊

第85回 3級リテールマーケティング（販売士）検定試験合格者
（令和2年2月19日㈬施行）

※本人掲載承諾のあった方のみ掲載しています。【敬称略】岩　元　ひなの

人事異動(令和2年4月1日付) 〈   〉は旧役職
・総務企画課　係長　　　
　原　　利治〈中小企業相談所係長・経営指導員〉
・中小企業相談所長（法定経営指導員・主席経営指導員）
　前田　義朗〈中小企業相談所長・主席経営指導員〉
・中小企業相談所課長（主任経営指導員）　
　竹下　浩光〈中小企業相談所課長・経営指導員〉
・中小企業相談所係長（経営指導員）
　横井　竜也〈総務企画課係長〉

新入職員(令和2年4月1日付)
・事務局長　　　・中小企業相談所主事
　新町　　貴　　　野元　智矢子

退職職員(令和2年3月31日付)
・藤山　光隆〈事務局長〉

新規採用（4月1日付）

事務局長　新 町 　貴

例年 5月に開催しております標記について、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止のため、開催を延期させていた
だくこととなりました。
なお、今後の開催予定が決まりましたら、改めてご案内
させていただきますのでご理解の程よろしくお願い申し上
げます。

全国有数の畜産県鹿児島。2017 年に行われた「第 11 回全国和牛能
力共進会」において団体総合優勝し、日本一に輝いたことも記憶に
新しいニュースです。鹿児島黒牛は「KAGOSHIMA WAGYU」と
して、アメリカや香港、台湾などの海外からも需要は高く、国内は
元より、今後さらに海外への販路を拡大中です。きめ細やかで柔ら
かな肉質、バランスの良い霜降り（サシ）、まろやかなコクと旨味が
特徴で、口の中でとろけるような食感を、ぜひご堪能ください。
※ 新型コロナウイルスの影響により肉の消費が落ちています。
　食べて応援しましょう !!
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